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 図2n♂(〆=!,Nノ)←A(〆二1,N4二〇)遷移による(a)吸収,(b)N(2D)生成,
 (c)N(4S)生成,(d)0(3P)生成,(e)自動イオン化スペクトル
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 図4吸収(O)とN(2D)生成スペクトル(《)におけるnpリュードベリ系列の強度分布。
 図中の矢印は自動イオン化の立ち上がりを示す。
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 論文審査の結果の要旨
 藤井朱鳥提出の論文は,NO分子のリュードベリ状態における自動イオン化と前期解離の競
 合過程に関して,二重共鳴を用いたレーザー分光学的研究をまとめたものである。
 分子のイオン化エネルギーよりも高い領域に存在する中性分子の励起状態は超励起状態と呼
 ばれるが,分子をそれらの高エネルギー状態に励起すると,直ちに電子を放出してイオントな
 るか,解離してフラグメントに分解するかのどちらかの結果となる。この2つの脱励起過程は,
 それぞれ,自動イオン化,前期解離といわれているが,互いに競合して現れ,超励起状態の基
 本的脱励起過程をなしている。しかしながら,前期解離は中性フラグメントに分解する過程で
 あるから,それを検出することが難しく,その過程が確認されているのは水素分子だけである。
 多くの分子では,それが自動イオン化過程と競合するかどうかはもとより,その存在さえも明
 らかではない。
 本論文では,NO分子の振動励起したりュードベリ状態を対象として,二重共鳴レーザー分光
 法を用いて単一回転準位を選択的励起して自動イオン化スペクトルを観測すること,および前
 期解離により生成した中性原子を共鳴多光子イオン化法を用いた原子生成スペクトルの観測,
 などを行って,自動イオン化と前期解離の競合過程を詳しく研究した。
 第一に超励起リュードベリ状態(主量子数n=8～12,電子角運動量1=0～2,振動量子数
 v二1)においてN(2D),N(4S),0(3P)の各原子が解離生成することを見いだし,自動イ
 オン化との競合過程のnや1依存性を調べ,s一リュードベリ状態(」二〇)では自動イオン化が
 主要脱励起過程でp一リュードベリ状態(1=1)ではN(2D)+0(3P)が主要過程となること,
 特にf一リュードベリ状態(Z=3)ではN(4S)+0(3P)の過程が加わることを初めて示した。
 更に,7fリュードベリ状態に注目して,脱励起過程の回転準位依存性を詳しく調べた。その
 結果,前期解離がイオンコアの近傍の価電子状態との直接結合によって起きることを初めて明
 らかにし,従来の定説を覆した。また,その効率は自動イオン化よりも4倍以上高いことを定
 量的に解析し,回転自動イオン化との競合を解析して前期解離の効率が圧倒的に大きいことを
 示した。
 以上,本論文は二重共鳴分光法を駆使してNO分子の高リュードベリ状態(n=8～12)の脱
 励起過程の全貌を解明することに成功し,分子の超励起状態に緩和に関する分光学的研究に多
 大の貢献をしたものと認められる。これは本人が自立して研究活動を行うのに必要な高度の研
 究の能力と学識を有することを示している。よって,藤井朱鳥提出の論文は博士(理学)の学
 位論文として合格と認める。
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